


(1) 研究教員は、今日の教育課題を踏まえた研修を推進し、研究と修養の理念に基づき、

　教育の専門家としての確かな力量と総合的な人間力を高め、資質の向上を図ります。

(2) 研究教員の研究は、先輩教員や琉球大学教育学部との連携を図り、研究の内容や

　進め方等への助言を得ることにより、研究の質の向上を図ります。

(3) 研究教員は、公開授業、報告書の作成、成果報告会により、研究の成果を教育関係

　者に提供します。

検証授業（公開） 研究成果報告会

--　目的意識をもって取り組む主体的な算数的活動を通して　--

�

中学特活  将来の生き方を考え，主体的に進路を選択する能力の育成
　--　中学校におけるキャリア教育を通して　--

小学算数
学習意欲をもって学び合う問題解決的な学習の工夫

平成1９年度

小学音楽
生き生きと歌う児童の育成
　--　合唱指導の工夫を通して　--

中学美術
主体的に鑑賞する生徒の育成
--　コミュニケーション活動の工夫を通して　--

平成20年度

小学道徳
道徳的実践力を育む道徳の授業
　--　自分を見つめる指導の工夫を通して　--

小学算数
表現力を育成する授業の創造
　--　算数的コミュニケーション活動の充実を通して　--

平成21年度

これまでの研究テーマ

　　教職員研修・教育講演会は、現場のニーズに対応し、
　　教職員の資質の向上を図ります。　　

(1) 研究所主催の研修会

　①夏季実技研修会…感想画・作文・コンピュータ活用等

　②授業づくり研修会…理科，国語等　　

　

 
(2) 琉球大学教育学部との連携による研修会

研究所が琉大との連携の窓口になっています。

　◎こんな研修をやってほしい、

　◎校内研の講師を捜している、

その他研修の希望があれば、

連絡してください。

　

　

中学国語
「話すこと・聞くこと」の力を育てる指導の工夫
　--　目的や場面に応じた言語活動を通して　-- 

生徒指導
地域・関係機関と連携した
「あそび・非行」不登校傾向生徒の支援のあり方
　--　開発的生徒指導の視点での支援の工夫　--

地域・関係機関と連携した
「あそび・非行」不登校傾向生徒の支援のあり方
　--　開発的生徒指導の視点での支援の工夫　--

平成2２年度

現在行われている調査を研究所で集計・分析し、

結果を提供します。

①　全国学力・学習状況調査

②　学力到達度調査

③　体力・泳力調査

④　生活実態調査

⑤　読書量調査

    

ホームページの充実と要覧、所報、リーフレット等の

発行で、広報活動に努めます。

研究集録とまてぃだ教室実践報告書を発行します。

研修会 調査・研究　　情報・広報

長期研究教員
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